
・大島地域で黒穂病発生 → 従来の奨励品種より強い抵抗性を持つ品種の導入が急務
・株出し栽培面積の増加，多回株出し栽培ほ場の増加
・単収の低迷，増産計画目標生産量の確保

鹿児島県農業開発総合センター
徳之島支場作物研究室

黒穂病抵抗性は“極強”で，すべての栽培型で他奨励品種に比べ多収であり，多回株出し栽培が可能

大島地域向けの黒穂病に強く株出し栽培に適するサトウキビ有望品種「RK10-29」

成果の内容

背景・目的

（公募事業名）
持続的なサトウキビ生産を可能とする連続株出し
多収品種と次世代型機械化一貫栽培技術の開発
（イノベーション創出強化研究推進事業）

〇普及対象・範囲
大島地域サトウキビ生産者

期待される効果

(R06)

・黒穂病抵抗性は既存の奨励品種の中で最も強い“極強”

・すべての栽培型で，原料茎数，原料茎重，可製糖量は「NiF8」より多い。
・株出し適性が高く，１～３回目株出しの原料茎重は「NiF8」の1.5倍程度

評価 品種名

極強 RK10-29

強 NiF8，KN00-114

中 Ni22，Ni27

弱 Ni23

株出し適性が高い多収品種が必要

○すべての栽培型で高単収

○安定した多回株出し栽培の実現

○黒穂病の発生リスク軽減

表 黒穂病抵抗性評価

図１ 原料茎重（「NiF8」比）
写真１ 「RK10-29」の生育状況

（右側，R6.12月，１回株出し栽培）

サトウキビ生産者の所得向上
サトウキビ生産量の維持拡大

＜本情報の栽培条件等＞

・植付時期 春植え：３月上旬，夏植え：９月上旬
・収穫時期 夏植え及び２～３回株出：12月

春植え及び１回株：１月
・株出し管理 収穫後すみやかに実施

出典：農産物奨励品種特性表（令和５年３月，鹿児島県）
ただし，「RK10-29」は育成地（沖縄県）の評価


